
一「

日

本

銀

行

調

査

月

報
〈
一
一

)
L

序

本
巻
に
は
、
「
日
木
銀
行
調
査
月
報
」
掲
紋
資
料
の
う
ち
、
圏
内
の
経
済
情
勢
に
関

し
取
り
ま
と
め
た
「
圏
内
経
済
調
査
」
の
昭
和
二
十
九
年
七
月
か
ら
同
一一
一
十
年
十
二

月
ま
で
の
も
の
と
、
海
外
諸
国
の
経
済
情
勢
に
関
し
取
り
ま
と
め
た
「
海
外
経
済
調

査
」
の
昭
和
二
十
年
八
月
か
ら
同
二
十
一
年
十
二
月
ま
で
及
び
同
二
十
五
年
四
月
か

ら
同
二
十
八
年
三
月
ま
で
の
も
の
を
収
録
し
た
。

「
国
内
経
済
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
第
二
巻
に
お
い
て
昭
和
二
十
九
年
六
月

以
前
の
も
の
を
収
録
し
て
お
り
、
本
巻
に
収
録
し
た
資
料
は
そ
の
継
続
分
で
あ
る
。

ま
た
「
海
外
経
済
調
査
L

に
つ
い
γ

て
は
、
今
回
新
た
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

昭
和
二
十
八
年
四
月
以
降
の
も
の
は
、
紙
幅
の
都
合
上
次
の
第
四
巻
に
収
録
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
な
お
、
本
巻
に
収
録
し
た
「
海
外
経
済
調
査
」
に
は
、
昭
和
二
十

二
年
一
月
か
ら
同
二
十
五
年
三
月
ま
で
の
三
年
三
か
月
に
わ
た
る
資
料
が
欠
け
て
い

る
。
こ
れ
は
、

ζ

の
聞
の
「
調
査
月
報
」
が
論
説
主
体
に
編
集
さ
れ
た
関
係
か
ら
同

資
料
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
と
の
聞
を
完
全
に
補

完
す
る
代
替
資
料
も
作
成
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、

こ
れ
を
埋
め
る
と
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
と
は
残
念
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ぶ
巻
に
は
国
内
及
び
海
外
経
済
情
動
に
関
す
る
調
査
資
料
を
収
録
し

「日
本
銀
行
調
査
月
報
(
二
)
」
解
題

解

題

土

屋

雄

喬

た
が
、
木
解
題
で
は
便
宜
上
前
第
二
巻
と
本
巻
に
収
録
し
た
「
国
内
経
済
調
査
L

に

つ
い
て
ま
と
め
て
解
説
を
行
な
い
、
「、海
外
経
済
調
査
」
に
つ
い
て
は
次
の
第
四
巻
に

お
い
て
別
途
ま
と
め
て
解
説
す
る
と
と
と
し
た
い
。

一
、
「
園
内
経
済
調
査
」
の
構
成
及
び
記
裁
事
項

前
述
の
と
お
り
、
と
の

「
国
内
経
済
調
査
」
に
は
、
戦
後
十
年
闘
の
「
調
査
月
報
」

掲
載
資
料
の
う
ち
、
国
内
経
済
情
勢
に
関
す
る
翻
査
資
料
を
取
り
ま
と
め
て
収
録
し

向暢
.、喝
、

4
h
，刀

そ
の
内
容
の
構
成
等
は

「
調
査
月
報
」
の
編
集
方
針
が
改
訂

(
前
第
二
巻
解

題
参
照
)
さ
れ
る
都
度
変
更
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
の
大
項
目
を
掲
記
す
れ
ば
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

① 

昭
和
二
十
年
八
月
よ
り
同
二
十
一

年
十
二
月
ま
で
の
期
間

「
財
界
概
況
」
「
金
融
状
況
」
「
有
価
証
券
市
況
」
「
産
業
状
況
L

「
要
録
〈
囲
内

関
係
〉」

② 

昭
和
二
十
五
年
四
月
よ
り
同
三
十
年
十
一
月
ま
で
の
期
間

「国
内
経
済
概
観
」

③ 

昭
和
三
十
年
十
二
月

「概
観
」

「圏
内
経
済
事
情
」
「
囲
内
経
活
要
録
」

な
お
、
右
の
収
録
資
料
中
に
は
昭
和
二
十
二
年
一
月
か
ら
同
二
十
五
年
三
月
ま
で



の
三
年
三
か
月
間
の
資
料
が
欠
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
編
集
方
針
の
改
訂

(
掲
載
資

料
の
主
体
を
記
録
資
料
よ
り
論
説
に
変
更
、
詳
細
は
前
第
二
巻
解
題
参
照
〉
に
伴
い
、

こ
の
間

「調
査
月
報
」
に
内
外
経
済
情
勢
に
関
す
る
資
料
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
と

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

し
か
し
、
と
の
聞
の
閣
内
経
済
情
勢
に
つ

い
て
は
同
種
資

料
で
既
に
木
「
昭
和
続
編
」
第

一
巻
に
収
録
し
た
「
日
本
銀
行
特
別
経
済
月
報
」
に

よ
っ
て
補
完
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
同
経
済
月
報
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

前
記
の
各
資
料
に
は
関
連
の
計
数
を
ま
と
め
た

「付
属
計
表
」
が
併
載
さ
れ
て
い
る

が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
同
計
表
は
分
離
し
て
第
六
巻
に
取
り
ま
と
め
て
収
録
し
た
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
わ
り
し
て
お
ぐ。

以
下
に
お
い
て
は
、
「
園
内
経
済
調
査
」の
内
容
を
構
成
す
る
項
目
と
問
項
目
内
で

の
主
要
記
載
事
項
を
概
観
し
、
木
資
料
利
用
上
の
便
に
供
し
た
い
と
思
う
。

昭
和
二
十
年
八
月
よ
り
同
二
十
一
年
十
二
月
ま
で
の
期
間

ζ

の
聞
は
、
終
戦
直
後
の
混
と
ん
と
し
た
政
治
社
会
経
済
情
勢
下
に
あ
っ
て
、
日

本
銀
行
の
調
査
活
動
も
困
難
を
極
め
、
情
報
の
入
手
や
資
料
の
収
集
整
理
が
容
易
で

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
行
独
自
の
迎
論
的
な
分
析
研
究
を
行
な
う
と
と
は
も
と
よ

り
、
情
勢
把
握
に
資
す
る
た
め
の
記
録
資
料
す
ら
も
十
分
に
作
成
す
る
こ
と
が
不
可

能
な
状
態
に
あ
っ
た
。
と
の
よ
う
な
恐
い
調
査
環
境
の
た
め
、
調
査
資
料
の
毎
月
発

行
は
困
難
で
、
お
お
む
ね
三
か
月
に
一
回
発
行
の
四
半
期
報

ハ
二
十
年

λ
t十
一

月

期
報
、
同
十
二
月
報
、
二
十

一
年
一

J
一一一
月
期
報
、

同
四
1
六
月
期
報
、
同
七
J
九

月
期
報
、
同
十
t
十
二
月
期
報
)
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ほ
か
、
そ
の
掲
載
資

料
も
主
と
し
て
金
融
・
財
政

・
突
体
経
済
に
関
す
る
個
々
の
事
実
の
概
要
を
摘
記
し

た
「
婆
録
」
が
主
体
(掲
載
資
料
全
ペ
ー
ジ
数
の
約
八
割
)
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た

ょ
う
で
あ
る
。
「
要
録
」以
外
の
記
録
資
料
と
し
て
は
前
記
の
ご
と
〈
「
財
界
概
況
」、

「
金
融
状
況
」
、
「
有
価
証
券
市
況
L

、
「
産
業
状
況
L

の
四
項
目
が
設
け
ら
れ
て
各
分
野

の
情
況
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
簡
単
な
概
況
に
過
F
ず
、
各

項
目
の
記
載
量
も
お
お
む
ね
半
ベ

l
ジ
か
ら

一
ペ
ー
ジ
程
度
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

各
項
目
で
の
主
要
記
載
事
項
を
概
観
す
る
左
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ィ、

「財
界
概
況
」

木
項
目
で
は
、
経
一
割
全
般
の
情
勢
が
総
括
的
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
当
該

「
制
査
月
報
」
の
総
説
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
経
済
情
勢
を
反
映
し

て
、
①
連
合
国
総
司
令
部

(S
C
A
P〉
に
よ
る
わ
が
国
経
済
の
民
主
化
施
策
の
推

進
状
況
、
②
財
政

・
金
融

・
実
体
経
済
の
各
分
野
に
み
ら
れ
る
イ
γ
フ
レ

l
シ
胃
ン

の
進
展
状
況
、
③
金
融
緊
急
措
置
の
実
施

・
強
化
状
況
と
そ
の
効
果
、
④
戦
時
補
償

打
切
り
に
伴
う
企
業
、

金
融
機
関
の
補
填
対
策
等
に
関
す
る
事
項
が
主
と
し
て
概
説

さ
れ
て
い
る
。

ロ
、
「
金
融
状
況
」
〈
二
十
一
年
七
J
九
月
期
報
以
降
「
金
融
概
況
」
と
改
称
)

本
項
目
で
は
、
金
融
の
み
な
ら
ず
財
政
に
関
す
る
事
項
も
含
ま
れ
て
お
り
、
イ
ン

フ
レ

l
シ
g

ン
進
展
の
要
因
分
析
、
そ
れ
に
対
応
し
て
実
施
さ
れ
た
迎
貨
抑
制
諸
耕

置
と
そ
の
効
果
・
影
響
等
に
関
す
る
記
述
が
主
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は、

①
財
政
赤
字
の
実
情
、
②
預
金
逃
避

・
貸
出
増
加
に
よ
る
市
中
銀
行
の
資
金
融

沼
迫
と
日
本
銀
行
貸
出
の
地
加
状
況
、
③
日
本
銀
行
券
膨
脹
の
推
移
、
③
金
融
緊
急

措
置
の
実
施
・
強
化
に
よ
る
金
融
情
勢
の
変
化
、
⑤
復
興
金
融
金
庫
融
資
状
況
、
①

公
定
歩
合
引
上
げ
と
市
中
金
利
動
向
等
に
関
す
る
記
述
が
記
械
の
中
心
を
な
し
て
い



る

ハ
、
「
有
価
証
券
市
況
」

株
式
市
場
は
戦
後
S
C
A
P
に
よ
る
再
開
許
可
が
え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
昭
和
二
十

四
年
五
月
十
五
日
ま
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
が
、
と
の
間
証
券
業
者
は
顧
客
筋
の
持
株

換
金
難
を
み
る
に
忍
び
ず
、
か
た
が
た
証
券
業
界
自
体
の
業
態
不
安
を
緩
和
す
る
た

め
、
当
局
黙
認
の
も
と
で
庄
頭
取
引
を
行
な
っ
て
い
た
。
本
項
目
で
は
、
と
の
よ
う

な
庖
頭
取
引
市
況
と
そ
の
変
動
要
因
が
主
と
し
て
概
説
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
公
社
債

の
畑
山
償
状
況
に
つ
い
て
も
簡
単
な
説
明
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ニ、

「
産
業
状
況」

ハ二
十
年
十
二
月
報
以
降
「
産
業
概
況
」
と
改
称
)

本
項
目
で
は
、
①
戦
後
極
度
に
低
下
し
た
生
産
状
況
に
焦
点
が
置
か
れ
て
、
基
幹

産
業
で
あ
る
石
炭
、
鉄
鋼
を
は
じ
め
、
化
学
肥
料
、
綿
糸
な
ど
の
生
産
状
況
並
び
に

増
産
対
策
が
概
説
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
②
主
食
の
遅

・
欠
配
、
産
米
供
出
状
況
な
E

の
食
糧
需
給
事
情
、
③
商
品
市
況
と
卸
売
、
小
売
、
閣
の
諸
物
価
勝
賞
状
況
、
@
失

業
状
態
と
労
働
争
議
状
況
な
ど
に

つ
い
て
も
ほ
ぼ
毎
号
掲
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
と
の
聞
の
「
圏
内
経
済
調
査
」
が

「要
録
」
を
主
体
と
し
た
も
の
で
あ
る

と
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
「
要
録
」
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い

て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
当
該
期
間
中
に
「
要
録
」
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
事
項

と
し
て
は
、
合
計
七
七
五
件
、

一
か
月
当
り
平
均
で
は
四
五
件
の
多
数
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。
と
れ
を
事
項
別
に
み
る
と
左
の
ご
と
〈
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
金
融

・
財
政
関
係
事
項
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
鉱
工
業
、
農
業
、

貿
易
、
労
働
等
広
ぐ
経
済
関
係
各
分
野
に
わ
た
る
ほ
か
、
政
治
関
係
分
野
の
主
要
事

項
に
つ
い
て
も
か
な
り
網
羅
的
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
②
当
時
の
わ
が
凶

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
(
ニ
)
」
解
題

経
済
が
S
C
A
P
の
厳
し
い
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て、

S
C
A

P
が
わ
が
国
政
府
に
発
し
た
金
融

・
財
政
・
実
体
経
済
関
係
の
指
令
や
わ
が
国
政
府

が
諸
施
策
の
実
施
に
当
り
S
C
A
P
に
申
請
し
て
一
本
認
を
え
た
事
項
等
、
S
C
A
P

関
連
事
項
が
多
数
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
、
掲
載
形
式
も
事
実
を

簡
潔
か
っ
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
「
要
録
」
は
当
時

の
経
済
情
勢
を
多
角
的
に
伝
え
る
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
価
値
は
大
き
い
も
の
と
い

え
よ
う
。

(二)

昭
和
二
十
五
年
四
月
よ
り
同
三
十
年
十
一
月
ま
で
の
期
間

こ
の
間
の
調
査
報
告
が
変
転
の
激
し
い
内
外
経
済
情
勢
の
推
移
に
即
応
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
四
半
期
報
か
ら
月
報
に
改
め
ら
れ
る
(
も
っ
と
も
、
国
内
経
済
情

勢
に
関
す
る
同
種
資
料
「
特
別
経
済
月
報
L

〈第

一
巻
に
収
録
済
〉
は
陥
和
二
十
二
年

一
月
作
成
開
始
以
来
月
報
と
な
っ
て
い
る
)
と
と
も
に
、
内
外
経
済
情
勢
の
分
析

・

記
録
資
料
に
主
眼
を
置
い
て
編
集
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
前
第
二
巻
の
解
題

で
説
明
し
た

と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
圏
内
経
済
情
勢
に

関
す
る
記
述
は

「
園
内
経
済
概
観
」
と
し
て

一
本
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
前
記

二
十
一
年
十
二
月
以
前
の
い
わ
ば
事
実
の
記
録
的
資
料
と
比
べ
る
と
質
量
と
も
に

飛
脳
的
に
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
圏
内
経
済
概
観
」
は
毎
月

報
と
も
六

0
1
七
0
ペ
ー
ジ
の
量
に
及
ん
で
お
り
、

そ
の
構
成
も
イ

「財
政

・
金

市虫
1..... 

ロ
「
通
貨
」、

へ
「
賃
金

・
属

ハ
「
生
産
」
、

ニ
「
貿
易
」、
ホ
「
尚
況

・
物
価
」
、

用
」
の
各
項
目
別

(
項
目
区
分
は
年
代
に
よ
り
若
干
変
更
が
み
ら
れ
る
)
に
月
中
の

情
勢
が
多
数
の
関
連
計
表
と
と
も
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二
十
六
年
}
月
以
降



は
各
項
目
の
動
向
を
総
括
し
た
「
概
況
」
が
冒
頭
に
設
け
ら
れ
、
月
中
の
経
済
情
勢

に
つ
い
て
の
基
調
判
断
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
月
に
よ
っ
て
は
「
特
殊
事
項
」

(
「
雑
件
L

ま
た
は
「
そ
の
他
」
の
名
称
も
使
用
さ
れ
て
い
る
)
の
項
目
が
設
け
ら
れ

て
前
記
「
要
録
」
に
類
す
る
主
要
経
済
事
項
の
概
要
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
構
成

自
体
は
、
戦
前
の
「
剥
査
月
報
」
の
同
種
資
料
並
び
に
第
一
巻
に
収
録
し
た
「
日
本

銀
行
特
別
経
済
月
報
」
の
構
成
と
お
お
む
ね
同
-
で
あ
る
の
で
、
記
録
資
料
と
し
て

の
迎
続
性
が
全
体
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、

ぷ
資
料
の
利
用
者
に

と
っ
て
は
な
は
だ
便
利
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

各
項
目
の
内
容
は
、
大
別
す
れ
ば
共
通
事
刷
、
ト
ピ
ッ
ク
的
状
況
報
告
、
年
(
年

出
〉
閥
回
顧
の
三
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
共
通
事
項
は
主
要

事
項
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
毎
月
定
例
的
に
情
勢
分
析
を
し
た
結
果
を
継
続
し
て
記

録
し
た
も
の
、
ト
ピ
ッ
ク
的
状
況
報
告
は
当
月
発
生
し
た
主
要
事
実
な
い
し
当
月
ま

で
の
主
要
事
実
の
推
移
の
概
要
を
記
録
し
た
も
の
、
ま
た
年
(
年
度
〉
間
回
顧
は
前
記

共
通
事
項
の
う
ち
の
特
定
事
項
に
つ
い
て
過
去
一
年
間
の
推
移
を
概
観
し
た
も
の

で
、
い
ず
れ
も
要
点
が
的
潔
に
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
項
目
別
に
共

通
事
項
、

ト
ピ
ッ
ク
的
状
況
報
告
、
年
〈
年
度
)
間
回
願
に
わ
け
で
記
載
事
項
を
概

観
す
る
と
と
と
す
る
。
そ
の
項
目
区
分
に
つ
い
て
は
、
経
済
情
勢
の
推
移
に
即
応
す

る
必
要
性
、
編
集
の
都
合
等
か
ら
年
代
に
よ
り
若
干
の
変
更
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
と

で
は
前
記
項
目
区
分
に
即
し
て
記
松
事
項
の
説
明
を
行
な
い
、
そ
の
な
か
で
項
目
区

分
の
変
遷
に
も
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

ィ、

「財
政

・
金
融
」
(
二
十
九
年

一
月
以
降
「
財
政
」
が
別
頃
聞
と
な
り
、
「
金
融
」

は
後
記
「通
貨
」
と
一
結
に
な
っ
て
「金
融

・
通
貨
」
の
項
円
と
な
る
〉

1!9 

本
項
目
は
、
次
の

「通
貨
」
と
と
も
に

「
圏
内
経
済
概
観
」
の
中
で
狭
義
の
金
融

史
資
料
の
中
核
と
み
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

共
通
事
項
と
し
て
は
、
財
政
に
つ
い
て
は
①
財
政
資
金
対
民
間
収
支
状
況
、
②
対

日
援
助
見
返
資
金
運
用
状
況
、
③
預
金
部
(
二
十
六
年
四
月
以
降
資
金
運
用
部
)
資

金
流
入

・
運
用
状
況
、
④
復
興
金
融
金
陣
貸
出

・
回
収
状
況
が
、
ま
た
金
融
に
つ
い

て
は
①
全
国
銀
行
預
金

・
貸
出
と
日
本
銀
行
の
全
国
銀
行
に
対
す
る
信
用
供
与
状

況
、
②
政
栄
系
統
機
関
預
金
状
況
、
③
コ
ー
ル
並
び
に
証
券
発
行
市
場
の
動
向
、
@

日
本
銀
行
の
信
用
政
策
の
新
措
置
が
主
内
容
を
な
し
て
い
る
。

ト
ピ
γ

ク
的
状
況
報
告
と
し
て
は
、
財
政
に
つ
い
て
は
①
各
年
度
予
算
(
二
十
五

年
度
分
か
ら
=
一
十
年
度
分
ま
で
各
年
度
一
固
な
い
し
六
回
に
わ
た
り
娼
税
、
以
下
問

椴
〉
、
②
悶
償
等
の
借
換
並
び
に
発
行

(
二
十
七
年
六

t
九
月
、

十
一
月
、
二
十
八

年
八
月
)
、
③
税
制
改
正
姑
置
等
(
二
十
五
年
五

i
七
月
、
九
月
、
二
十
八
年
八
月
、

十
一
月
、

二
十
九
年

一
i
一
一
一
月
、
五
月
)
、

@
政
府
指
定
預
金
の
預
託
並
び
に
引
揚

げ
延
期
(
二
十
七
年
三
月
、
八
月
、
十
月
、
十
二
月
、

二
十
八
年
三
月
、
二
十
九
年

六
月
〉
、
①
政
府
系
金
融
機
関
の
融
資
基
準
決
定

(
ニ
ト
九
年
四
月、

八
月
〉
等
が

あ
る
。
ま
た
金
融
に
つ
い
て
は
①
銀
行
等
債
券
発
行
法
の
制
定
(
二
十
五
年
四
月
〉
、

②
日
本
輸
出
銀
行

・
日
本
開
発
銀
行
の
発
足
並
び
に
業
務
状
況
(
二
十
六
年
一
月
、

一一
一月
、
五
月
、
八
月
、
二
十
七
年
三
月
、
七
月
、
=
一
十
年
四
月
、
七
月
、
八
月
)
③

長
期
信
用
銀
行
発
足
〈
二
十
七
年
三
月
、
十
二
月
〉
、
@
無
記
名
定
期
頭
金
復
活
ハ
一

一

十
七
年
一
月
〉
、
⑤
貸
付
信
椛
訟
実
施
(
二
十
七
年
六
月
)
、

⑤
融
資
自
主
規
制
突

施
(
二
十
六
年
七
月
、

二
十
七
年
十
月
、

二
十
八
年
十
月
)、
⑦
銀
行
の
淵
金
粉
飾
規

制
並
び
に
両
挫
預
金
自
粛
(
二
十
八
年
三
月
、
四
月
〉
、
③
中
小
企
業
向
け
金
融
措
置



(
二
十
七
年
十
二
月
、
二
十
八
年
十

月
、
二
十
九
年
三
月
、
十
二
月
)
、
①
銀
行
決

算
状
況

(
二
十
六
年
上
期
分

u
一
一十
六
年
十一

月、

同
年
下
期
分
日
二
十
七
年
五

月
、
二
十
七
年
上
期
分

u
二
十
七
年
十
月
、
同
年
下
期
分
"
二
十
八
年
四
月
、
二
十

八
年
上
期
分
川
二
十
八
年
十
月
、
同
年
下
期
分

u
二
十
九
年
四
月
)
等
が
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
以

t
の
よ
う
な
財
政

・
金
融
関
係
の
ト
ピ
ッ
ク
的
状
況
報
告

は
、
編
集
上
の
都
合
か
ら
、

「特
殊
事
項
」
の
項
目
で
財
政

・
金
融
関
係
以
外
の
も
の

と
一
緒
に
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
特
に
二
十
八
年
以
降
は
こ
の

よ
う
な
編
集
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
「
特
殊
事
項
」
の
項
目
で

掲
載
さ
れ
て
い
る
財
政

・
金
融
関
係
の
も
の
と
し
て
は
、
財
政
に
つ
い
て
は
二
十

七
、
二
十
八
両
年
度
予
算
〈
二
十
七
年

一
月
、
二
十
八
年
一
月
〉
程
度
で
あ
る
。
金

融
に
つ
い
て
は
制
度

・
政
策
関
連
事
項
を
中
心
に
掲
載
件
数
は
か
な
り
の
数
に
の

ぼ
っ

て
お
り
、
主
要
な
も
の
と
し
て
は
、
制
度
関
係
で
、
①
日
本
開
発
銀
行
法
成
立

〈
二
十
六
年
三
月
〉
、

日
本
輸
出
入
銀
行
法
改
正
等
〈
二
十
八
年
八
月
、
二
十
九
年
九

月
)
、
②
レ
ギ
ュ

ラ
ー
ウ
ェ
イ
及
び
投
資
信
託
の
実
施
(
二
十
六
年
六
月
)、
③
相
互

銀
行
法
改
正
(二
十
八
年
八
月
〉
、
④
中
小
企
業
金
融
公
庫
業
務
開
始
(
二
十
八
年
九

月
)
、
⑤
外
国
為
替
銀
行
法
成
立
(
二
十
九
年
四
月
)
、
@
金
融
機
関
再
建
鞍
備
法
改

正
勺
一
十
九
年
五
月
)
、
⑦
信
用
金
庫
振
興
預
金
制
度
創
設
(
二
十
九
年
八
月
)、
③
ド

ル
・
ユ
ー
ザ
ン
ス
制
度
実
施
(
二
十
九
年
十
月
〉、
⑨
輸
出
前
貸
手
形
制
度
拡
大
(
二
十

九
年
十
月
〉
等
が
あ
る
。
政
策
関
係
で
①
高
率
適
用
手
続
運
用
の
変
更
(
二
十
八
年

九
月
、
十
二
月
、
二
十
九
年
九
月
、
三
十
年
三
月
、
六
月、

八
月
〉
、
②
外
国
為
替

引
当
貸
付
利
子
並
び
に
外
貨
預
金
利
子
の
変
更
(
三
十
年
二
月
、
三
月
、
九
月
、
十

月
)
等
が
あ
る
。
ま
た
業
務
関
係
で
①
歩
税
、
両
建
預
金
自
粛
ハ
二
十
九
年
十
月
、

「日
本
銀
行
調
査
月
報
〈
ニ
)
」
解
題

三
十
年
八
月
〉
、
②
信
託
業
務
の
正
常
化
措
置
〈
二
十
九
年
十
二
月
)、
③
銀
行
決
算

状
況
(
二
十
九
年
上
期
日
二
十
九
年
十
月
、
同
年
下
期

u
三
十
年
四
月
、

十
年
上

期
日
三
十
年
十

一
月
〉
、
④
貸
出
金
利
引
下
げ
(
三
十
年
六
月
、
九
1
十

一
月
〉
、
⑤ 

コ
ー
ル
レ
ー
ト
の
内
面
指
導
会
一
十
年
八
月
〉
、
⑥
融
資
自
主
規
制ハ一一一
十
年
八
月
〉
等

が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
年
(
年
度
)
間
回
顧
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
掲
記
す
れ
ば
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

財
政
:・
①
財
政
資
金
の
動
き
(二
十
五
j

二
十
九
年
度
の
各
年
度
中

u
各
年
度
末

月
)
、
②
見
返
資
金
収
支
状
況
(
二
十
五
年
度
中
H
二
十
六
年
三
月
、
二
十
六
年

度
中
日
二
十
七
年
三
月
〉
、

③
外
悶
為
替
資
金
の
資
金
繰
状
況
(
二
十
六
年
度

中
川
二
十
七
年
三
月
)

金
融
;
・
①
全
国
銀
行
預
金

・
貸
出
状
況
(
二
十
八
年
中
H
二
十
八
年
十
二
月
、
二
十

八
年
度
中
日
二
十
九
年
三
月
、
二
十
九
年
度
中
"
三
十
年
三
月
〉
、
②
起
債
状

況
(
二
十
五
年
中
日
二
十
六
年
二
月
、

二
十
八
年
度
中
日
二
十
九
年
三
月
、

十
九
年
度
中
日
三
十
年
一二
月
〉

ロ
、
「通
貨
」
(
前
記
の
と
お
り
二
十
九
年
一
月
以
降
「
金
融

・
通
貨
」
と
改
称
〉

共
通
事
項
と
し
て
は
、
日
本
銀
行
券
の
月
中
の
勤
き
と
そ
の
哨
減
要
因
が
記
述
の

主
体
を
な
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
預
金
通
貨
の
動
き
が
二
十
五
年
四
月
か
ら
同
年
十

一
一
月
ま
で
、

ま
た
日
本
銀
行
及
び
市
中
銀
行
勘
定
か
ら
み
た
通
貨
増
加
要
因
〈
マ

ネ

1

・
サ
プ
ラ
イ
方
式
に
よ
る
〉
が
三
十
年
四
月
か
ら
同
年
十
一

月
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

毎
月
記
述
さ
れ
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
的
状
況
報
告
と
し
て
は
、
①
千
円
券
の
流
通
状
況

(
二
十
五
年
四
月
、

五



十
二
月
〉
、
②
日
本
銀
行
券
発
行
限
度
の
改
訂
等
(
二
十
五
年
十

一
月
、
ご
十
七
年
十

一一月
、
二
十
九
年
十
二
月
三
③
小
額
通
貨
の
整
理
及
び
支
払
金
の
端
数
計
算
に
関

す
る
法
律
公
布
施
行
(
二
十
八
年
七
月
)
、
④
通
貨
価
値
安
定
に
関
す
る
政
府
声
明

(
二
十
八
年
十
月
)
等
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
年

(
年
度
)
間
回
顧
と
し
て
は
、
日
本
銀
行
券
の
動
き
(
二
十
五
年
中
日

二
十
五
年
十
二
月
、
朝
鮮
動
乱
勃
発
後
一
か
年
間
の
動
き
日
二
十
六
年
六
月
、
二
十

七
年
中
日
二
十
七
年
十
二
月
、

二
十
八
年
度

二
十
八
年
中
日
二
十
八
年
十
ご
月
、

中
H
二
十
九
年
三
月
)
の
ほ
か
、
二
十
六
年
中
の
預
金
通
貨
の
動
き
(
二
十
六
年
十

二
月
)
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ハ
、
「
生
産
」
(
二
十
九
年
五
月
以
降
「生
産

・
在
庫
」
と
改
称
)

共
通
事
項
と
し
て
は
、
二
十
五
年
四
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
は
①
出
炭
・
発
電

状
況
と
そ
の
増
減
要
因
、
生
産
面
へ
の
影
響
等
、
②
鉱
工
業
生
産
指
数
の
総
合
並
び

③
主
要
工
業
製
品
〈
鉄
鋼

・
化
学
肥

料
・
セ

メ
ン
ト

・
機
械

・
繊
維
等
)
の
生
産
桶
滅
状
況
と
そ
の
原
因
等
、
④
食
糧
事

に
主
要
業
種
別
増
滅
状
況
と
そ
の
原
因
等
、

情
(
供
米
状
況

・
食
糧
輸
入
状
況
等
〉
の
四
本
建
て
で
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十

六
年

一
月
以
降
食
糧
事
情
が
独
立
項
目
に
移
さ
れ
(
二
十
八
年
十
二
月
ま
で
継
続
さ

れ
た
後
廃
止
)
、
後
記
「
商
況

・
物
価
」
の
項
目
に
あ
っ
た
工
場
在
庫
状
況
(
生
産

財

・
消
費
財
別
動
向
と
そ
の
噌
減
事
由
等
)
と
輸
送
事
情
(
国
鉄
貨
物
の
駅
頭
滞
貨

状
況
等
〉
が
加
え
ら
れ
て
い
る
(
輸
送
事
情
は
二
十
八
年

一
月
以
降
再
び
「
商
況
・

物
価
」
に
移
項
〉
。

次
に
ト
ピ
ッ
ク
的
状
況
報
告
と
し
て
は
、
農
業
関
係
以
外
で
①
工
場
在
昨
明
大

〈
二
十
六
年
七
月
、
十
一
月
〉
、
②
紡
績
生
産
調
整
方
式
変
更

(
二
十
八
年
四
月
)
、

..L 
ノ、

③
独
占
禁
止
法
改
正
(
二
十
八
年
八
月
)
、
農
業
関
係
で
①
食
糧
需
給
状
況
(
二
十
五

年
六
月
、
二
十
六
年
一
月
、
七
月
、

二
十
七
年
五
月
、
十
一
月
、
三
十
八
年
一
月
、

十
月
〉
、
②
供
米

・
食
糧
輸
入
状
況
〈
二
十
五
年
六
月
、
二
十
六
年
十
J
十
二
月
、
ニ

十
七
年
一

i
六
月
、
九
J
十
二
月、

二
十
八
年
一

J
一一一月
、
七

t
十
二
月
〉
、
③
米

・

麦
価
決
定
(
二
十
六
年
七
月
、

二
十
七
年
七
月
、
九
月
、
十
二
月
、
三
十
八
年
六
月、

九
月
、
十
二
月
)
、
④
朝
鮮
事
変
発
生
に
よ
る
米
の
悶
価
格
騰
貴
〈
二
十
五
年
七
月
)
、

⑤
農
家
経
済
現
金
収
支
状
況
〈
二
十
七
年
中
日
一
一
十
八
年
二
月
、

二
十
七
年
度
中
日

二
十
八
年
五
月
〉
、
@
農
産
物
航
格
安
定
法
施
行
(
二
十
八
年
八
月
〉
等
が
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
「特
殊
事
一項
」
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
本
項
目
関
連
事
項
の

主
な
も
の
は
、
①
供
米
・
食
粧
輸
入
状
況
(
二
十
九
年
一
月
、
二
月
、
四
月
、
一二十

年
五
月
)
、
②
ご
十
八
年
中
の
農
家
収
支
状
況
(
二
十
九
年
コ
一
月
〉
、
①
米

・
麦
価
決

定
(
二
十
九
年
六
月
、
三
十
年
六
月
〉
、
④
食
糧
対
策
協
議
会
の
食
管
制
度
改
正
に
閑

す
る
答
申
入
二
十
九
年
七
月
)
で
あ
る
。

ま
た
、
年
(
年
度
)
間
回
顧
と
し
て
は
、
生
産
動
向
(
二
十
五
J
二
十
九
年
の
各

年
中
日
各
年
末
月
、
朝
鮮
動
乱
勃
発
後
一
か
年
間
の
勅
き
H
二
十
六
年
六
月
、
三
十

八
、
二
十
九
各
年
度
中
川
各
年
度
末
月
)
の
ほ
か
二
十
八
年
中
の
輸
送
事
情
(
-
一
十

八
年
十
二
月
)
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一一、

「
貿
易
」
(
二
十
七
年
十
二
月
以
降
「
貿
易
及
び
外
国
為
替
収
支
」と
改
祢
)

共
通
事
項
と
し
て
は
、
①
愉
出
入
状
況
(
通
関
、
輸
出
申
告
書
認
瓶
、
信
用
状
接

受

・
開
設
、
成
約
等
各
ベ
ー
ス
の
計
数
を
使
用
)
の
主
要
品
目
別
分
析
が
中
心
を
な

し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
①
二
十
五
年
八
月
以
降
朝
鮮
動
乱
勃
発
に
伴
う
特
需
契
約
状

況
が
、
ま
た
③
二
十
六
年

一
月
以
降
外
国
為
替
収
支
状
況
が
ほ
ぼ
毎
月
記
述
さ
れ
て



い
る
。ト

ピ
ヲ
ク
的
状
況
報
告
と
し
て
は
、
①
外
貨
予
算
枠
決
定
並
び
に
使
用
状
況
(ニ

十
五
年
四
月
、
七
月
、
十
月
、
十
二
月
、
二
十
六
年
四
月
、
七
月
、
十
月
、
二
十
七

年
一
月
、
十
月
、

二
十
八
年
二
i
四
月
、
九
月
、

二
十
九
年
三
月
、
九
月
、
三
十
年

一
一
一
月
)
、
②
通
商
協
定
成
立
並
び
に
通
商
会
談
開
催
(
二
十
五
年
五
月
、

六
月
、
十

一

月
、
二
十
六
年
五
月
、
二
十
七
年
八
月
、

十
二
月
、

六
月
、
九

二
十
八
年
四
月
、

月
、
十
一
月
、
十
二
月
、
二
十
九
年

一
月
、
四
月
、

十
一
月
、
三
十
年
二
月
)
、
@

外
函
為
替
管
理
令
施
行
〈
二
十
五
年
六
月
)
、
標
準
決
済
方
法
の
範
囲
拡
大
(
二
十
七

年
七
月
)
、
輸
出
取
引
法
改
正

〈二
十
八
年
八
月
〉
、
④
輸
入
自
勤
承
認
制
並
び
に
輪

入
担
保
率
の
実
施
な
い
し
改
正

(二
十
五
年
八
月
、
二
十
七
年
十
二
月
、
二
十
九
年

一
月
、
二
月
、
四
月
〉
、
⑤
外
国
為
替
貸
付
制
度
〈
二
十
五
年
九
月
〉
並
び
に
外
貨
資

金
特
別
割
当
制
度
〈
二
十
八
年
八
月
)
の
突
施
、
⑥
ポ
ン
ド
資
金
過
不
足
状
況
と
対

策

(
二
十
五
年
十
一
月
、
二
十
六
年
一
月
、

十
月
、

二
十
七
年
二
月、

子[

三
月、

月
、
二
十
九
年
十
一
月
)
、
⑦
中
共
向
け
輸
出
措
置
〈
二
十
五
年
十
二
月
、
二
十
六
年

九
月
、
二
十
八
年
九
月
、

十
二
月
〉
、
③
綿
花
借
款
(二
十
八
年
十
二
月
、
二
十
九
年

七
月
〉
、
⑨
外
国
為
替
相
場
改
訂
〈
二
十
八
年
一
月
、
三
十
年

一
月
)
等
が
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
年
(
年
度
〉
間
回
顧
と
し
て
は
、
外
国
為
替
収
支
状
況
(
二
十
六
2
二
十
九

年
の
各
年
中
日
各
年
末
月
、
二
十
七
J
二
十
九
年
度
の
各
年
度
中
H
各
年
度
末
月
)

が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ホ
、
「
商
況

・
物
価
」
(
二
十
五
年
十
二
月
ま
で
「商
況
」
、
ご
十
六
年
一
月
以
降
「
商

況

・
物
価

・
賃
金

・
一
雇
用
」
な
い
し
っ
尚
況

・
物
価

・
賃
金
」、
さ
ら
に
二
十
七

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
(
ご
と
解
題

年
四
月
以
降
「商
況

・
物
価
」
と
改
称
)

本
項
目
で
の
記
載
事
項
は
各
.項
目
の
変
選
に
即
応
し
て
変
更
を
み
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
商
況
・
物
価
関
係
の
記
載
事
項
に
限
定
し
て
概
観
し
、
賃
金

・
雇
用
関
係
の

記
載
事
項
は
次
項
目
に
諮
る
こ
と
と
す
る
。
共
、
通
事
項
と
し
て
は
、
①
商
品
の
売
行

き
並
び
に
側
格
の
動
向
(
主
要
生
産
財

・
消
賀
財
別
需
給
動
向
と
価
格
の
勤
き
、

般
卸

・
小
売
並
び
に
全
国
百
貨
庄
の
売
行
き
等
〉
、
②
物
価
指
数
の
動
向
(
東
京
卸
売

物
価
、
東
京
小
売
物
価
、
東
京
閤
及
び
自
由
物
価
の
各
指
数
の
騰
落
状
況
と
そ
の
要

因
等
)
、
③
株
式
市
況
〈
市
況
械
、
洲
、
株
価
及
び
出
来
高
の
勤
含
と
そ
の
要
因
等
)
が

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
工
場
在
庫
状
況
と
輸
送
事
情
は
時
期
に
よ
り
本
項

目
な
い
し
「
生
産
」

の
項
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ

る

ト
ピ
7

ク
的
状
況
報
告
と
し
て
は
、
①
不
渡
手
形
発
生
状
況

〈
二
十
五
年
四
J

七
月
、
二
十
六
年
十
月
、
十
一
月
、
二
十
七
年
三
月
)
、
②
投
資
信
託
の
応
募
状
況

・

条
件
変
更
(
二
十
六
年
九
月
、
二
十
八
年
十
二
月
、
二
十
九
年
三
月
)、
③
会
社
収
益

状
況
(
二
十
六
年
上
期
日
二
十
六
年
十

一
月
、
二
十
九
年
上
期
"
二
十
九
年
十
一

月
)、

@
電
力
料
金
値
上
げ
〈
二
十
七
年
五
月
)、
⑤
金
管
理
法
の
改
正
(
二
十
八
年
七
月
〉
、

⑤
重
要
物
資
の
国
際
比
価
(
二
十
七
年
六
月
、
二
十
八
年
三
月
、
八
月
〉
が
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
⑦
金
融
引
締
め
が
商
況
商
に
及
ぼ
し
た
影
響
〈
一
一
十
九
年
一
月
〉

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
年
間
回
顧
と
し
て
は
、
①
朝
鮮
動
乱
勃
発
後
-
か
年
間
の
物
価
の
推
移

(二
十
六
年
六
月
)
、
②
二
十
六
年
中
の
物
価
指
数
の
動
き
(
二
十
六
年
十
二
月
)
、
③

二
十
九
年
中
の
商
況
の
推
移
(
二
十
九
年
十
二
月
〉
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

，七



へ、

「賃
金

・
雇
用
」
(
二
十
六
年

一
月
以
降
「商
況

・
物
価
L

に
組
み
入
れ
ら
れ
た

が
、
二
十
七
年
四
月
以
降
「
労
働
」
な
い
し
コ
鹿
用
・
労
働
」
の
名
称
で
再
び

独
立
項
目
と
な
り
、
二
十
九
年
四
月
以
降
「
雇
用

・
賃
金
」
と
改
称
〉

共
通
事
項
と
し
て
は
、
二
十
五
年
四
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
は
①
賃
金
支
払
状

況
、
②
企
業
整
備
状
況
、
③
求
人
求
職
状
況
、
④
労
働
争
議
状
況
が
、
ま
た
二
十
六

年
中
は
一
雇
用
情
勢
が
比
較
的
平
穏
に
推
移
し
た
ζ

と
を
映
じ
て
賃
金
支
払
状
況
だ
け

が
ほ
ぼ
毎
月
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十
七
年
一
月
以
降
は
雇
用
情
勢
の
感
化
が
目

立
つ
時
則
に
の
み
雇
用
並
び
に
賃
金
状
況
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い、

ピ
ッ
ク
的
状
況
報
告
も
労
働
争
議
状
況
(二
十
六
年
二
月
、
十
一
月
、
二
十
七
年
四

月
、
十
J
十
二
月
〉
だ
け
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
年
間
回
顧
と
し
て
は
、
雇
用
状
況
(
二
十
五
年
中
川
二
十
五
年
十
ご
月
、

二
十
六
年
中
日
二
十
七
年

一
月、

二
十
七
年
中
川
二
十
七
年
十
二
月
、

二
十
八
年

中
川一

一十
八
年
十
二
月
)
と
賃
金
状
況
(
二
十
六
年
中
川
二
十
七
年
一
月
、
二
十
七

年
中
N
二
十
七
年
十
二
月
、
二
十
八
年
中
H
二
十
八
年
十
二
月
)
が
あ
る
。

(司

昭
和
三
十
年
十
二
月

「訓
査
月
報
」
は
附
和
三
十
一
年
一
月
号
(
=
一十
年
十
二
月
分
)
か
ら
編
集
方
針
が

変
わ
り
(
前
第
二
巻
解
題
参
照
)
、
「国
内
経
済
制
査
」
の
梢
成
も
前
記
の
と
お
り
「
概

制
L

、
「
国
内
経
済
事
情
」
、
「
国
内
経
済
要
録
」
の
三
木
建
て
と
な
っ
て
い
る
。
と
の

う
ち
、
「
概
観
」
で
は
三
十
年
中
の
国
内
経
済
情
勢
に
つ
い
て
の
年
間
四
m
m
が
記
述
さ

れ
て
い
る
。
次
に

「
国
内
経
済
事
情
」
は
従
前
の
「
国
内
経
済
概
観
」
の
継
続
資
料

で
あ
り
、
構
成
は
①
概
況
、
②
通
貨
、
③
財
政
収
支
、
④
金
融
、
@
生
産

・
企
業
、

i¥ 

⑥
貿
易

・
外
国
為
替
、
⑦
商
況

・
物
価
、
③
株
式
市
況
と
な

っ
て
お
り
、
構
成
並
び

に
記
裁
事
項
と
も
ほ
ぼ
従
前
の
「
圏
内
経
済
概
観
」
の
方
式
を
踏
襲
し
て

い
る
の

で
、
資
料
と
し
て
の
迎
続
性
は
引
続
き
確
保
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
圏
内
経
済
要
録
」

は
園
内
主
要
経
済
事
項
の
概
要
を
掲
栽
し
た
も
の
で
、
項
目
と
し
て
は
二
十
二
年

一

月
以
降
廃
止
さ
れ
て
い
た
も
の
の
復
活
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
従
前
の
「
国
内
経

済
概
観
」
の
各
項
目
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
的
状
況
報
告
の
い
わ
ば
継
続

資
料
と
も
い
え
よ
う
。

ト

一一
、
「国
内
経
済
調
査
」
に
つ
い
て
の
資
料
評
価

以
上
に
お
い
て
「国
内
経
済
調
査
」
の
桃
成
と
記
載
事
項
を
概
観
し
て
き
た
が
、
最

後
に
木
資
料
の
資
料
価
値
に
つ
い
て
若
干
評
価
し
て
お
き
た
い
。
本
資
料
は
毎
月
の

経
済
情
勢
に
関
す
る
記
録
資
料
で
あ
る
た
め
、
短
期
間
の
情
勢
の
推
移
を
正
昨
・
粕

細
に
把
握
す
る
の
に
役
立
つ
点
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
種
の
資
料
と
し
て
高
〈
評
価

す
べ
き
霊
嬰
資
料
の

一
つ
で
あ
る
。

本
資
料
を
特
に
高
く
評
価
す
べ
き
第
一
の
理
由
は
、
本
資
料
が
、
中
央
銀
行
と
し

て
の
日
本
銀
行
が
金
融
政
策
遂
行
上
必
要
と
す
る
情
勢
を
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
を
用
い

て
整
理
分
析

・
記
録
さ
せ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
行
が
中
央
銀
行
と
し
て
そ
の

時
々
の
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
て
適
正
な
金
融
政
策
を
立
案
実
行
す
る
た
め
に
は
、

向
い
立
場
と
広
い
視
野
に
立
っ
て
、

し
か
も
そ
の
把
握
は
科
学
的
で
精
確
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
同
行
は
ま
さ
に
ζ
う
し
た
観
点
か
ら
戦
後
い
ち
早
く
調
査
機
能
の

充
実
を
図
り
、
そ
の
総
力
を
あ
げ
て
ま
と
め
た
内
部
資
料
が
本
資
料
に
ほ
か
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。



第
二
の
理
由
は
、
本
資
料
が
セ
カ

γ
ド

・
ハ
シ
ド
の
資
料
に
基
づ
く
も
の
で
な

く
、
主
と
し
て
フ

7

1
ス
ト

・
ハ
ン
ド
の
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い

て
い
る
。
金
融

・
通
貨

・
財
政
を
は
じ
め
、
貿
易

・
物
価
等
多
〈
の
資
料
は
日
本
銀

行
が
本
来
の
業
務
遂
行
の
過
耗
で
収
集
し
た
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ハ
ン
ド
の
基
木
資
料
に

基
づ
い
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
正
確

・
精
細
な
い
わ
ば
微
視
的
な
分
析
を
可
能
と
す

る
条
件
を
最
も
豊
富
に
満
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
面
に
お
け
る
価
値
も

は
な
は
だ
高
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

も
っ
と
も
、
本
資
料
は
長
期
間
に
わ
た
る
推
移
を
簡
単
に
把
握
す
る
の
に
は
や
や

不
便
で
あ
り
、
こ
の
点
は
本
資
料
の
使
命
が
前
述
の
よ
う
な
短
期
間
の
情
勢
把
握
に

あ
る
と
す
れ
ば
や
む
を
え
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
要
請
に
こ

た
え
る
べ
き
も
の
も
本
資
料
に
若
干
は
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各
項
目
ご
と

に
主
要
事
項
に
関
し
て

一
年
闘
の
回
顧
が
掲
載
き
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
前
記
項

目
別
記
載
事
項
の
概
観
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
の
で
、

ζ
れ
を
有
効
に
活
用
し

て
頂
き
た
い
。

以

上

「
日
本
銀
行
翻
査
月
報
公

一)
」
解
組

九


